
子ども達が生涯使う大切な「歯」の寿命を長く保つために
熊本県では、むし歯の保有率が高いことを受けて、積極的な対策を行っています。むし歯及び歯周病
に代表される歯科疾患は、食生活や社会生活等に支障をきたし、ひいては、全身の健康に影響を及ぼ
すこととなります。また、歯及び口腔の健康を保つことは、単に食物を咀嚼（そしゃく：食べ物を細かくな
るまでよくかむこと）するという点からだけでなく食事や会話を楽しむなど、豊かな人生を送るための基
礎となるものです。現在、国において、生涯にわたり自分の歯を20本以上保つことを目標とした8020
運動が提唱され、県も推進しています。本校では、むし歯を保有している子ども達の保護者の皆様には
治療カードをお渡ししておりますが、受診はお済みでしょうか。まだの方は、今年度中の受診をお願いし
ます。 ※保健担当が「歯科医院受診経過・予定表」を配付しています。２月２１日までにご提出をお願い
します。

産山学園だより ＮＯ ３７ 令和６年２月１６日（金）発行

うぶやまの風
〈学校教育目標〉 学び合い 支え合い きたえ合う産山の子ども

～「合い」とは仲間との高め合い、集団の中での育ち合い、教育的愛情による導き～

産山学園HPも随時更新

３つの合い言葉

３年生が阿蘇警察署を見学しました！
２月１５日（木）、３年生が阿蘇警察署を見学しました。まず、総務の担当者から警察の仕事の説明があ
りました。次に、道場に移動し、逮捕術やチャンバラを体験しました。チャンバラでは、お互いに間合いを
図りながらの攻防を楽しんでいました。パトカーについても詳しく説明していただきました。パトカーに
はいろんな機能が装備されており、説明一つ一つに驚きの声を上げていました。警察署の方からの「最
後に何か聞きたいことはないか」の声かけに、「阿蘇警察署に警察犬はいるのか」「ナイフを持ったひと
から襲われたらどうしたらいいのか」など、子ども達からたくさんの質問がありました。交番に勤務する
警察官の方は、名前からその人がどこの地区に住んでいるか分かるという説明が、子ども達には一番
の驚きだったようです。

委員会活動の質が高まっています！
２月１４日（水）、委員会活動がありました。本校では、委員会活動は、５年から９年生までが参加します。
今日の活動は、各委員会の今年度の課題を受けて、来年度の見直しを行うことでした。前回の委員会
よりもスムーズな話し合いができたようです。話し合いの質を上げるには、事前の準備、根回しが必要
です。会をリードする立場の後期課程の子ども達は、この委員会活動を通してマネージメントの在り方
方など多くのことを学んでいると感じています。


